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◎表紙に出てくれたわんちゃんたち

◎表紙人物
北河 彩実（23歳） （左） （共済事務課）
長田 彩（23歳） （右） （組合員課）

あけまして
おめでとうございます!

柴犬
もも

フレンチブルドッグ
まーる

ヨークシャテリア
チョコ

もも の
子どもたち

ミニチュア
ダックスフンド
エル    （左）
ソプラ （右）

持っている花束は豊橋が日本一
の生産量を誇る「デルフィニウム」
髪飾りにも使われています。
色紙は白井組合長の直筆です。入組して1年目。あっという間に9ヶ月が過ぎ

ました。今年もJAをよろしくお願いします!
ヘアセット：HAIR CREATION duke
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特集 に取り組んでいますJA豊橋では自己改革
■農協改革の背景と内容
政府は、平成25年1月に内閣府内に規制改革会議農業ワーキンググループを設置して農業改革に関する議

論を重ね、平成26年5月に信用共済事業分離、准組合員事業利用規制、理事構成の見直し、JAや農協連合会の
株式会社・生活協同組合化、中央会制度の廃止などを内容とする「農業改革に関する意見」を取りまとめまし
た。さらに与党は、「農協・農業委員会等に関する改革の推進について」を取りまとめ、この中で、5年間（平成
31年5月まで）を「農協改革集中推進期間」とし、JAグループに対して、重大な危機感をもって自己改革を実行
することを強く要請しました。
その後、平成27年4月に「農業協同組合法等の一部を改正する等の法律」（以下、改正農協法）の法案が国会

に提出され、同年8月に可決成立、平成28年4月に施行されました。
改正農協法では、目的条項において、JAの「営利を目的としてその事業を行ってはならない」という規定を

削除し、新たに「農業所得の増大に最大限の配慮をしなければならない」と規定したほか、理事の要件の見直
し、中央会制度の廃止、株式会社や生活協同組合への組織変更（選択制）、公認会計士監査への移行などが盛
り込まれました。また、准組合員の事業利用規制の在り方については、施行から5年間（平成33年3月まで）政府
による実態調査が行われることとなりました。

■JAグループの対応
JAグループは、政府からの農協改革の提起に対し、将来めざすべき協同組合としてのJAの在り方、営農・経

済事業の強化に向けた自己改革事項について検討をすすめ、平成26年11月の全国農業協同組合中央会理事
会で「JAグループの自己改革について」を決定しました。この中でJAグループとして「食と農を基軸ととして
地域に根ざした協同組合」として、「持続可能な農業」と「豊かでくらしやすい地域社会」を実現するため、「農
業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の3つを基本目標とする自己改革に取り組むこととしま
した。

■JAグループ愛知の対応
JAグループ愛知は、政府による一律的で押しつけの農協改革ではなく、JA自らの改革として、都市地域から

営農地域、中山間地域まで県内各地の地域特性を活かし、総合事業を通じて組合員の皆様が望む営農とくらし
にかかるサービスを提供するとともに、事業を広く県民にも提供し、組合員の輪を広げ、豊かな地域づくりに貢
献すべく、JAグループ愛知自己改革実践方策を策定しました。
この方策の中で、「農家所得の向上と地域サービスの安定的な提供」「協同の実践」の２つを掲げ、その実践

を進めています。

これらの状況を踏まえ、JA豊橋としては、総合事業の強みを活かし、組合員および地域の皆様により信頼さ
れる農協を目指して自己改革の実践を進めています。

今後のJAグループのめざす姿の実現に向けた「JAグループ自己改革」

「食と農を基軸として地域に根ざした協同組合」の確立

①持続可能な農業の実現

消費者の信頼にこたえ、安全で安心な国
産農畜産物を持続的・安定的に供給でき
る地域農業を支え、農業者の所得増大を
支える姿。

③協同組合としての役割発揮

次世代とともに、「食と農を基軸として
地域に根ざした協同組合」として、存立
している姿。

②豊かでくらしやすい地域社会の実現

総合事業を通じて地域の生活インフラ機
能の一翼を担い、協同の力で豊かでくらし
やすい地域社会の実現に貢献している姿。

 JA豊橋における自己改革の実践状況

地域農業ビジョンの策定

全国トップクラスの農業産出額を誇る豊
橋の農業基盤を維持するため、10年後
の地域農業の強みを活かす魅力ある姿
を描き、そこに向けた取り組みを定める
ため、「地域農業ビジョン」の策定を進め
ています。平成30年6月に開催する通常
総代会にて承認をいただく予定です。

農業リスク診断訪問の実施

農家組合員をグリーンアドバイザー（Ｇ
Ａ）とライフアドバイザー（ＬＡ）が同行訪
問し、農業リスク診断活動を行い、皆様
の困り事やご意見・ご要望をお伺いして
います。お伺いした課題を整理し、総合
農協としての強みを活かした対応を図っ
ていきます。

理事構成要件の見直し

農協法改正に伴い、認定農業者及び実践
的能力者（連合会を含む農業協同組合に
従事した者や当組合の役員経験者等）を
過半数以上とするとした新たな理事構成
要件が定められたことを受け、平成29年
6月に開催された第20回通常総代会にお
いて要件を満たす理事を選任しました。

新規就農者支援

果樹産地の維持を図るため、柿栽培を継
承する予定の方や新規に柿栽培を始め
たい方を対象とした「豊橋かき塾」を開
講し、初歩的な栽培技術等の知識習得支
援を開始しました。平成30年度より本格
的に実施する計画です。

組合員との徹底した議論

地区別総代説明会、上期事業報告会、部
会会議等において、総代、部会役員を始
めとする組合員の皆様からの様々なご
意見・ご要望をお伺いし、農協事業運営
に役立てています。今後も引続き組合員
の皆様からのご意見・ご要望をお伺いし
ていきます。

准組合員の地域農業応援団化

全国的に正組合員の減少、准組合員の増
加がみられる中、ＪＡ豊橋においても平
成28年8月に正准組合員比率が逆転し
ました。農協事業を利用することを目的
に加入された准組合員にも地域農業に
ついて理解してもらい、段階的に「地域
農業応援団」となっていただくため、
様々な取り組みを進めています。

農業生産の拡大農業者の所得増大 地域の活性化最重
点

最重
点

JAグループ自己改革
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援を開始しました。平成30年度より本格
的に実施する計画です。

組合員との徹底した議論

地区別総代説明会、上期事業報告会、部
会会議等において、総代、部会役員を始
めとする組合員の皆様からの様々なご
意見・ご要望をお伺いし、農協事業運営
に役立てています。今後も引続き組合員
の皆様からのご意見・ご要望をお伺いし
ていきます。

准組合員の地域農業応援団化

全国的に正組合員の減少、准組合員の増
加がみられる中、ＪＡ豊橋においても平
成28年8月に正准組合員比率が逆転し
ました。農協事業を利用することを目的
に加入された准組合員にも地域農業に
ついて理解してもらい、段階的に「地域
農業応援団」となっていただくため、
様々な取り組みを進めています。

農業生産の拡大農業者の所得増大 地域の活性化最重
点

最重
点

JAグループ自己改革
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楽しく愉快な旅日記
「信州周遊と白樺湖温泉」
平成29年11月16日㈭～17日㈮

田支部・東 田支部岩

「北陸の名湯 金太郎温泉」
平成29年11月21日㈫～22日㈬

車中からみた立山剣岳がとても綺麗でした。これ
ほど綺麗に見えることはとても珍しいとバスガイドさ
んが言っていました。富山の合掌造り集落や立山
寺（りゅうぜんじ）の栂（とが）並木が風情があってと
ても良かったです。宴会でホテルが出してくれた富
山銘酒「銀盤」がとてもおいしかったです。

師原支部高

「信州周遊と白樺湖温泉」
平成29年11月21日㈫～22日㈬

道中、所々で遠くに富士山がよく見えました。ウイスキ
ーの蒸留所見学ではウイスキー造りの歴史を学ぶこと
ができました。また1本10万円以上するウイスキーの
試飲をして、「やっぱり高級ウイスキーは違うね」など
感想を言いあいました。

川支部・二 なみ支部い

天気は良かったですが、豊橋と違いとても寒かったです。
テレビのCMで有名なホテルに泊まり、みんな大満足。
諏訪大社ではパ
ワースポットとして
有名な御神木に
触れて、来年も
いいことがありま
すように、とお願
いしました。

ふれあい友の会 親睦旅行

6
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小
島
町
の
白
井
知
典
さ
ん
は
就
農
し
て
25

年
目
に
な
り
ま
す
。「
元
々
家
は
農
家
で
し
た

の
で
、
い
つ
か
は
家
業
を
継
ぐ
つ
も
り
で
し

た
。
高
校
卒
業
後
5
年
ほ
ど
勤
め
、
23
歳
の
と

き
に
就
農
し
ま
し
た
」
知
典
さ
ん
の
家
で
は
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
ス
イ
カ

な
ど
多
く
の
農
産
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
白

菜
も
約
90
ａ
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
家
族
4
人

で
作
業
分
担
し
な
が
ら
栽
培
し
て
い
ま
す
。
白

菜
は
露
地
で
栽
培
す
る
の
で
気
象
の
影
響
を
多

く
受
け
ま
す
。
そ
の
年
の
状
況
に
よ
っ
て
管
理

を
調
整
し
ま
す
。
こ
れ
が
難
し
く
も
あ
り
、
面

白
い
で
す
ね
」
自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら
栽
培

す
る
、
こ
れ
が
露
地
栽
培
の
醍
醐
味
と
話
す
知

典
さ
ん
。「
豊
橋
の
白
菜
は
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

全
国
か
ら
人
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
豊
橋
の

気
候
が
美
味
し
い
白
菜
が
育
つ
の
に
適
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
白
菜
は
寒
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

甘
味
が
増
し
ま
す
。
豊
橋
南
部
地
方
は
特
有
の

乾
い
た
北
風
が
吹
い
て
も
雪
が
滅
多
に
降
ら
ず
、

さ
ほ
ど
霜
も
降
り
な
い
、
美
味
し
い
白
菜
が
穫

れ
る
条
件
が
揃
っ
て
い
る
ん
で
す
」
し
か
し
品

質
の
良
い
白
菜
が
穫
れ
る
絶
好
の
気
候
で
も
人

間
に
と
っ
て
は
絶
好
と
は
限
り
ま
せ
ん
。「
霜

除
け
対
策
で
白
菜
の
頭
を
結
束
す
る
の
で
す
が
、

乾
い
た
冷
た
い
風
が
吹
く
な
か
で
の
作
業
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
結
構
辛
い
作
業
で
す
が
、
美

味
し
く
綺
麗
な
白
菜
を
作
る
た
め
頑
張
っ
て
い

ま
す
」
知
典
さ
ん
に
今
年
の
白
菜
の
で
き
具
合

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
今
年
は
10
月
の
台
風

と
少
雨
、
そ
し
て
収
穫
間
近
の
寒
さ
の
影
響
で
、

生
育
が
例
年
よ
り
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
分
、

味
が
凝
縮
さ
れ
甘
味
が
増
し
て
い
ま
す
。
寒
い

日
の
鍋
料
理
に
は
豊
橋
の
白
菜
を
使
っ
て
温
ま

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

最
後
に
良
い
白
菜
の
選
び
方
を
聞
き
ま
し
た
。

「
丸
々
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
お
尻
が
張
っ

た
よ
う
な
感
じ
の
も
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
」

今
年
の
白
菜
は
い
つ
も
に
増
し
て
特
に
美
味

し
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
食
べ
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
ね
。

豊
橋
市
小
島
町
　
白し

ら

井い 

知と
も

典の
り

さ
ん（
48
歳
）

「
自
然
と

向
き
合
い
な
が
ら

　
　
白
菜
作
り
」
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T O P P Y ' S  T O P I C S
ト ッ ピ ー の ト ピ ッ ク ス

目録を手渡す大野会長

参
加
し
ま
し
た
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
が
登
場
す
る
と
歓

声
が
あ
が
り
、
子
ど
も
た
ち
は
歌
や
踊
り
を
通
じ
て
楽
し

く
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

2
日
間
で
約
２
万
人
以
上
の
人
が
来
場
し
、
終
日
賑
や

か
な
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

アンパンマンと交通ルールを学ぼう！

多くの人で賑わった会場
地元の肉を買い求める人たち 青年部会特製「百菜鍋」 人気の「みかん詰め放題」

フ
ェ
ス
タ
の
売
上
金
を
善
意
銀
行
に
寄
付

バ
ザ
ー
の
収
益
金
を
社
会
福
祉
に

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
と
ま
っ
と
ク
レ
ア
」と
呼
び
掛
け
る

'17
J
A
豊
橋
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

熱
気
で
寒
さ
も
吹
き
飛
ん
だ
2
日
間

12
月
2
日
、
3
日
の
両
日
、
西
幸
町
の
J
A
あ
い
ち
経
済
連

東
三
河
セ
ン
タ
ー
で
「
'17
J
A
豊
橋
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
開
場
と
同
時
に

多
く
の
市
民
が
訪
れ
て
、
買
い
物
や
催
し
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
に
は
産
直
野
菜
市
や
花
壇
苗
、
精
肉
・
鶏
卵
な
ど
の
農

畜
産
物
の
販
売
、
農
機
具
・
自
動
車
の
展
示
販
売
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
友
の
会
や
女
性
部
会
の
バ
ザ
ー
、

青
年
部
会
に
よ
る
「
百
菜
鍋
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
も
あ
り
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は「
J
A
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

が
3
階
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
事
前
に
募
集
し
た
親
子
た
ち
が

ト
マ
ト
の
パ
ッ
ク
約
2
0
0
セ
ッ
ト
を
配
布
。

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
手
渡
す

J
A
職
員
の
呼
び
か
け
に
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔

で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
9
月
に
浴
衣
姿
の

職
員
が
梨
を
配
っ
た
「
事

故
な
し
（
梨
）
で
良
か
っ

た
（
浴
衣
）
の
ん
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
続
き
2
回
目
。

三
河
弁
の
標
語
と
豊
橋
の

農
産
物
で
市
民
の
安
全
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

J
A
豊
橋
と
豊
橋
警
察
署
は
赤
信
号
や
一
時

停
止
場
所
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
停
車
し
て
も
ら
う

た
め
12
月
7
日
、
J
A
豊
橋
本

店
前
の
交
差
点
で
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
J
A
職

員
と
警
察
署
員
約
30
人
が
ド
ラ

イ
バ
ー
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
事
故

防
止
の
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
し
た
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
「
ク
レ
ア
」

に
掛
け
た
標
語
「
赤
信
号
は
と

ま
っ
と
ク
レ
ア
（
止
ま
っ
て
く

れ
や
）」「
一
時
停
止
場
所
で
も

と
ま
っ
と
ク
レ
ア
」
を
掲
げ
て

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
、
ミ
ニ

女
性
部
会
、
青
年
部
会
、
ふ
れ
あ
い
友
の
会

は
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
で
行
っ
た
バ
ザ
ー
の

収
益
金
な
ど
を
豊
橋
善
意
銀
行
の
「
年
末
た
す

け
あ
い
義
援
金
」
に
寄
付
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
は
バ
ザ
ー
の
売
上
金
の
一
部
と
4

月
よ
り
集
め
て
い
た
新
品
タ
オ
ル
や
書
き
損
じ

ハ
ガ
キ
、
使
用
済
み
切
手
な
ど
を
寄
付
し
、
青

年
部
会
は
「
百
菜
鍋
」
で
の
収
益
金
を
寄
付
し

ま
し
た
。
12
月
15
日
に
木
田
女
性
部
会
長
と
村

松
青
年
部
会
長
が
善
意
銀
行
を
訪
れ
、
中
神
常

務
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
友
の
会
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

で
の
売
上
金
と
会
場
に
置
か
れ
た
募
金
箱
に
入

れ
て
い
た
だ
い
た
募
金
を
寄
付
し
ま
し
た
。
12

月
21
日
に
本
店
に
訪
れ
た
中
神
常
務
に
ふ
れ
あ

い
友
の
会
の
大
野
会
長
が
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。

「ちゃんと止まっとクレア！」

©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV
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収
集
・
梱
包
す
る
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー
を
使
用
。

10
〜
15
㎏
の
円
柱
状
に
成

形
さ
れ
た
稲
わ
ら
が
次
々

と
作
ら
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
ル
さ
れ
た
稲
わ
ら

は
、
し
ば
ら
く
保
存
し
た

後
、
肉
牛
農
家
へ
配
布
さ

れ
給
与
試
験
や
扱
い
な
ど

の
確
認
を
行
う
予
定
で
す
。

今
後
は
受
託
協
議
会
の
協

力
や
行
政
な
ど
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

い
、
J
A
豊
橋
は
1
チ
ー
ム
が
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
職
員
は
「
久
し
ぶ

り
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
来

年
も
参
加
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

豊
橋
市
民
愛
市
憲
章
推
進
協
議
会
は
「
市
民

の
日
」
の
11
月
11
日
を
前
に
10
日
、
豊
橋
市
役

所
で
「
一
日
長
」
を
任
命
し
ま
し
た
。「
一
日

長
」
は
市
民
に
市
長
な
ど
の
職
務
を
体
感
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
行
政
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
昭
和
38
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
J
A
豊
橋
か
ら
は
総
務
課
の
山
㟢
惠
さ
ん

が
「
一
日
市
議
会
議
長
」
に
任
命
さ
れ
、
市
議

会
議
場
と
豊
橋
市
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
セ
ン
タ

ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

豊
橋
市
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
セ
ン
タ
ー
は
、

10
月
か
ら
稼
働
を
始
め
た
生
ご
み
を
利
用
し
発

電
す
る
日
本
最
大
規
模
の
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
。

山
㟢
さ
ん
は
施
設
職
員
の
説
明
に
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
た
山
㟢
さ
ん
は
「
市
民
に
開
か

れ
た
市
議
会
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
最
先
端
で
最
大
規
模
の
バ
イ
オ
マ
ス
施

設
が
あ
る
豊
橋
の
市
民
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま

す
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

稲
わ
ら
収
集
実
演
会

国
産
稲
わ
ら
で
良
質
な
飼
料
作
り
を
め
ざ
す

女
性
部
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ピ
ン
の
弾
け
る
音
が
夜
空
に
響
く

ド
ー
ム
ド
ッ
ジ
2
0
1
7
in
ナ
ゴ
ヤ

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
白
熱
戦

豊
橋
市「
市
民
の
日
」

日
本
最
大
規
模
の
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
を
視
察

J
A
豊
橋
は
11
月
26
日
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で

開
か
れ
た
「
ド
ー
ム
ド
ッ
ジ
2
0
1
7
in
ナ
ゴ

ヤ
」
に
参
加
し
、
県
内
の
J
A
の
チ
ー
ム
と
白

熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

J
A
豊
橋
は
昨
年
か
ら
J
A
バ
ン
ク
あ

い
ち
が
特
別
協
賛
し
て
い
る
同
ド
ッ
チ
ボ

ー
ル
大
会
に
出
場
し
て
お
り
、
今
年
は
2

回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
金
融
渉
外

担
当
職
員
を
は
じ
め
と
し
た
有
志
職
員
な

ど
で
結
成
さ
れ
た
男
女
混
合
2
チ
ー
ム
が

出
場
。
お
そ
ら
く
小
学
校
以
来
と
な
る
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
全
員
全
力
で
戦
い
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
総
当
た
り
戦
で
試
合
を
行

加
し
ま
し
た
。
木
田

会
長
に
よ
る
始
球
式

が
終
わ
る
と
場
内
は

次
々
と
ピ
ン
が
弾
か

れ
る
音
が
響
き
ま
し

た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
が

で
る
た
び
に
歓
声
が

あ
が
り
、
参
加
者
た

ち
は
楽
し
く
プ
レ
ー

し
ま
し
た
。
2
ゲ
ー

ム
の
合
計
点
で
競
い
、
高
師
原
支
部
会
員
の
今

泉
つ
る
江
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

12
月
14
日
、
藤
沢
町
の
エ
ッ
ク
ス
ボ
ウ
ル
で

女
性
部
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
部
会
員
同
士
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
た

め
に
毎
年
行
っ
て
お
り
、
47
人
の
部
会
員
が
参

畜
産
課
は
12
月
13
日
、
下
五
井
町
に
あ
る
刈

り
取
り
後
の
水
田
で
稲

わ
ら
の
収
集
実
演
会
を

行
い
ま
し
た
。
肉
牛
の

飼
料
と
し
て
安
心
安
全

な
国
内
の
稲
わ
ら
の

利
用
普
及
を
め
ざ
し
、

J
A
豊
橋
受
託
協
議
会

や
行
政
、
機
械
メ
ー
カ

ー
の
協
力
の
も
と
、
水

稲
栽
培
者
、
肉
牛
農
家

が
集
ま
り
ま
し
た
。

収
集
に
は
稲
わ
ら
を

入賞者のみなさんと木田会長（右端）

「やったーストライクだ！」

稲わらをロール状にしていくロールベーラー

久しぶりのドッジボールに熱が入る Ⓒちょリス施設を視察する山㟢さん（右）
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時
期
の
作
業
と
な
る
剪
定
の
実
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
桒
山
主
任
や
部
会
役
員
、
J
A
職
員
が

講
師
と
な
り
、
6
つ
の

班
に
分
か
れ
、
切
る
枝
、

残
す
枝
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
講

師
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
実
際
に
剪
定
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

「
豊
橋
か
き
塾
」
は

４
月
か
ら
開
講
し
、
5

回
の
講
義
と
実
習
を
行

う
予
定
で
す
。

小
泉
進
次
郎
議
員
に
豊
橋
産
農
産
物
を
食
べ
て
も
ら
う

進
次
郎
議
員
、次
郎
柿
を
ほ
お
ば
る

い
な
み
支
店
で
絵
が
展
示
さ
れ
る

中
学
生
の
力
作
が
並
ぶ

豊
橋
か
き
塾
プ
レ
講
習
会

新
た
な
担
い
手
を
対
象
に
実
習
講
習
を
行
う

J
A
豊
橋
は
柿
部
会
の
産
地
規
模
が
年
々
縮

小
傾
向
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
柿
栽
培
を
始

め
よ
う
と
す
る
新
た
な
担
い
手
を
対
象
に
平
成

30
年
度
か
ら
「
豊
橋
か
き
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

開
講
を
前
に
12
月
16
日
、
柿
栽
培
の
概
要
説
明

や
剪
定
作
業
の
実
習
を
行
う
「
プ
レ
講
習
会
」

を
行
い
、
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
柿
農
家
の
家
族
で
、
今
ま
で
他
で

勤
め
て
い
た
が
家
業
を
継
ご
う
と
思
っ
て
い
る

人
、
柿
農
家
に
嫁
い
で
き
た
人
な
ど
こ
れ
か
ら

柿
栽
培
に
従
事
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
第
六
事
業
所
で
愛
知
県
農
業
改
良

普
及
課
の
桒
山
幸
子
主
任
に
よ
る
「
柿
の
栽
培

に
つ
い
て
」
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
義

で
は
特
産
で
あ
る
次
郎
柿
の
特
性
や
一
年
間
の

柿
の
生
育
と
栽
培
管
理
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
中
山
康
幸
部
会
長
か
ら
柿
部
会
の

活
動
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
柿
園
に
移
動
し
、
こ
れ
か
ら
冬
の

れ
た
絵
は
「
鳥
獣
戯
画
」
や

「
風
神
雷
神
図
屏
風
」
な
ど

有
名
な
日
本
画
の
模
写
で
、

美
術
の
授
業
で
生
徒
が
描
い

た
も
の
で
す
。
石
川
教
諭
は

「
模
写
を
通
し
て
日
本
画
独

特
の
デ
ザ
イ
ン
や
間
、
ボ
カ

シ
な
ど
の
特
徴
に
気
づ
い
て

ほ
し
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま

た
展
示
を
行
い
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

絵
を
見
た
来
店
者
は
「
近

所
の
子
の
絵
が
あ
っ
た
り
し

て
楽
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
、

い
い
企
画
だ
と
思
う
。
ま
た

展
示
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

い
な
み
支
店
窓
口
ロ

ビ
ー
で
12
月
12
日
か
ら

15
日
ま
で
五
並
中
学
校

一
年
生
が
描
い
た
絵
が

展
示
さ
れ
、
来
店
し
た

人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。「
校

区
の
人
た
ち
に
も
生
徒

の
作
品
を
見
て
も
ら
お

う
」
と
地
域
交
流
の
一

環
と
し
て
同
中
学
校
の

石
川
壯
久
美
術
教
諭
の

発
案
で
実
現
。
展
示
さ

12
月
11
日
、
根
本
幸
典
衆
議
院
議
員
が
東
京

の
議
員
会
館
で
小
泉
進
次
郎
議
員
に
豊
橋
市
特

産
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
ク
レ
ア
と
次
郎
柿
を
渡
し
ま

し
た
。

小
泉
議
員
の
名
前
と
柿
の
次
郎
が
同
じ
次
郎

つ
な
が
り
の
縁
で
「
ぜ
ひ
東
京
に
い
る
小
泉
議

員
に
豊
橋
の
農
産
物
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
根
本
議
員
の
発
案
で
実
現
し
ま
し
た
。
農
産

物
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
冊
子
や
次
郎
柿
の
チ
ラ

シ
を
渡
す
と
小
泉
議
員
は
興
味
深
く
冊
子
を
見

て
豊
橋
の
農
産
物
に
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
ク
レ
ア
を
渡
し
、
次
郎
柿
を
二
人
で
食

べ
ま
し
た
。
小
泉
議
員
は
次
郎
柿
を
大
変
気
に

入
っ
た
よ
う
で
し
た
。

支店に展示された生徒たちの絵

次郎柿を食べる小泉議員（右）と根本議員

柿栽培の講義をする桒山主任

剪定の説明をする中山部会長（右）
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T O P P Y ' S  T O P I C S

の
を
あ
わ
せ
、
1
5
0
0
個
の
「
お
絵
柿
」
が

石
巻
市
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
12
月
3
日
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
鈴
木
義
弘
さ
ん
が
宮
城
県
石

巻
市
の
「
旭
化
成
団
地
」
な
ど
3
つ
の
仮
設
住

宅
を
訪
問
し
、
子
ど
も
た
ち
の
想
い
が
描
か
れ

た
「
お
絵
柿
」
を
住
民
に
手
渡
し
、
他
の
仮
設

住
宅
に
は
後
日
石
巻
仮
設
住
宅
自
治
連
の
ス
タ

ッ
フ
が
届
け
ま
し
た
。

と
よ
は
し
産
学
校
給
食
の
日

子
ど
も
た
ち
の
お
米
の
疑
問
に
答
え
る

N
S
A
31
食
育
講
座

シ
ク
ラ
メ
ン
農
家
直
伝
の
寄
せ
植
え
作
り
！

復
興
お
絵
柿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ん
ば
っ
て
る
ね
石
巻

石
巻
地
区
柿
生
産
者
有
志
に
よ
る

「
復
興
お
絵
柿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
宮
城
県
石
巻
市
に
特
産
の
柿

「
次
郎
」
を
贈
り
、
震
災
か
ら
7
年

目
と
な
る
被
災
地
を
支
援
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
柿
の
実
に
掛

け
る
袋
へ
直
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
民

や
子
ど
も
ら
に
描
い
て
も
ら
い
、
同

じ
地
名
の
豊
橋
市
石
巻
（
い
し
ま
き
）
地
区
か

ら
宮
城
県
石
巻
（
い
し
の
ま
き
）
市
の
被
災
地

に
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
5
回
目
と
な
る

今
年
は
「
が
ん
ば
っ
て
る
ね
石
巻
」
を
テ
ー
マ

に
行
い
ま
し
た
。

石
巻
市
へ
「
お
絵
柿
」
を
贈
る
た
め
、
11
月

27
日
に
西
郷
小
学
校
３
年
生
児
童
、
30
日
に
隣

の
玉
川
小
学
校
の
5
年
生
児
童
が
「
お
い
し
い

柿
を
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
描
か
れ
た
「
お
絵
柿
」
を
収
穫
し
ま
し
た
。

両
校
が
収
穫
し
た
「
お
絵
柿
」
に
加
え
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
柿
園
で
栽
培
さ
れ
た
も

説
明
し
ま
し
た
。
初
め
て
参

加
す
る
市
民
も
多
く
お
り
、

中
村
さ
ん
の
説
明
を
真
剣
に

聞
き
な
が
ら
、
好
み
の
鉢
と

用
意
さ
れ
た
花
の
中
か
ら
好

き
な
花
を
選
び
、
シ
ク
ラ
メ

ン
と
あ
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
寄
せ
植
え
に

は
サ
ン
タ
な
ど
の
飾
り
を
添

え
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ー
ジ

ョ
ン
の
寄
せ
植
え
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

な
農
産
物
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
の
説
明
を
し
ま
し

た
。
続
い
て
幾
田
会
長
が
児

童
か
ら
米
に
つ
い
て
の
質
問

を
受
け
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
「
米
の
種
類
に
よ
っ
て
収

穫
時
期
は
違
う
の
で
す
か
」

「
豊
橋
中
の
水
田
は
ど
の
く

ら
い
の
広
さ
が
あ
り
ま
す

か
」
な
ど
事
前
に
考
え
て
き

た
質
問
を
し
、
幾
田
さ
ん
は

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
答
え

て
い
き
ま
し
た
。

愛
知
県
農
村
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
協
会
東
三
河
支
部
豊

橋
ブ
ロ
ッ
ク
（
N
S
A
31
）

は
12
月
7
日
、老
津
町
の「
菜

ッ
花
園
」
で
シ
ク
ラ
メ
ン
を

メ
イ
ン
に
し
た
寄
せ
植
え
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
。
毎
年

人
気
の
講
習
会
で
、
30
人
の

市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

N
S
A
31
の
メ
ン
バ
ー
で

シ
ク
ラ
メ
ン
農
家
の
中
村
美

恵
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
寄

せ
植
え
の
作
り
方
を
丁
寧
に

豊
橋
市
学
校
給
食
協
会
は

12
月
18
日
、
前
芝
小
学
校
で

「
と
よ
は
し
産
学
校
給
食
の

日
」
を
開
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
地
元
の
農
産
物
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
Ｊ

Ａ
豊
橋
受
託
協
議
会
の
幾
田

達
雄
会
長
が
「
米
」
に
つ
い

て
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
を
受
け
た
の
は
5
年

生
児
童
31
人
。
は
じ
め
に
Ｊ

Ａ
職
員
が
、
豊
橋
で
は
ど
ん

寄せ植えの作り方を説明する中村さん（左） 児童たちの質問に答える幾田さん（左）

石巻市へ贈られたお絵柿

お絵柿を渡す鈴木さん（左）

「私たちのメッセージが届きますように」
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ホウレンソウと
ベーコンのパスタ

作 り 方

材 料（2人分）

（1）

（2）

（3）

テフロンのフライパンに半分に切ったベーコンを
入れ、両面を焼き取り出しておく。
（1）のフライパンにオリーブ油、ニンニク、タカノ
ツメ、アンチョビ、半分に切ったミニトマトを入れ
弱火で香りを移し、白ワインを振りアルコールを
飛ばす。
（2）に、ゆで時間より1分早くあげたパスタ、生ク
リーム、ゆで汁1/4カップ、包丁でたたいて細かく
したホウレンソウと、（1）で取り出したベーコンを
入れ手早く絡め、塩・こしょうで味を整える。

Po i n t
ソースが重たくなってしまったら、ゆで汁でのばすとgood。

Po i n t
ジャガイモはしっかり炒める。ホウレンソウは炒めた後、1束に
まとめて載せる。マヨネーズの量はお好みでどうぞ。

平打ちパスタ ………… 200g
ベーコン ………………… 2枚
ホウレンソウ（ゆでた物） 100g
ミニトマト ……………… 2個
生クリーム ………… 1カップ
白ワイン …………… 大さじ1

アンチョビフィレ ……… 2枚
ニンニク …… 1片（みじん切り）
タカノツメ ……………… 1本
オリーブ油 ………………適宜
塩・こしょう………………適宜

作 り 方

材 料（2人分）

（1）

（2）

（3）

フライパンにバターを入れ、ゆでて半分に切った
ジャガイモ、ホウレンソウを入れ、塩・こしょうをし
て炒める。
グラタン皿にバターを塗り、（1）とカットしたトマト
を並べ、生クリームとマヨネーズを合わせてソース
を作り回し掛ける。
パルメザンチーズを振り、200度のオーブンで8分
焼き、お好みでパセリ（材料外）を散らす。

ジャガイモ ……………… 2個
ホウレンソウ ………… 1/2束
トマト ………………… 1/2個
バター……………………適宜

生クリーム ……… 3/4カップ
マヨネーズ ………… 大さじ2
塩・こしょう………………適宜
パルメザンチーズ ………適宜

ホウレンソウと
ジャガイモのチーズ焼き

13
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グリーンアドバイス

本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
家
庭
菜
園
は
越
冬
野

菜
だ
け
と
な
り
、
冬
の
休
閑
期
に
入
り
、
空
き

畑
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
を
捉
え
、
し

っ
か
り
と
土
作
り
し
、次
年
度
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

野
菜
の
根
が
健
全
に
伸
び
る
た
め
に
は
、
⑴

水
は
け
と
通
気
性
が
良
い
こ
と
、⑵
水
持
ち
（
保

水
力
）が
良
い
こ
と
が
重
要
な
条
件
と
な
り
ま
す
。

土
に
は
、
細
粒
の
粘
土
と
粗
粒
の
砂
の
割
合

が
異
な
る
単
粒
構
造
と
団
粒
構
造
が
あ
り
、
団

粒
構
造
に
す
る
と
孔こ

う

隙げ
き

率り
つ

が
高
く
、
空
気
や
水

を
適
度
に
含
み
根
が
よ
く
伸
び
ま
す
が
、
そ
の

状
態
も
数
年
間
野
菜
を
作
り
続
け
る
と
、
次
第

に
痩
せ
て
単
粒
構
造
と
な
り
、
根
が
あ
ま
り
伸

び
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

土
を
団
粒
構
造
に
す
る
の
に
は
、
良
い
粗
大

有
機
物
の
堆
肥
や
緑
肥
、
ピ
ー
ト
モ

ス
、
コ
コ
ピ
ー
ト
な
ど
を
十
分
に
施

し
深
く
耕
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

根
が
深
く
広
く
張
る
た
め
に
は

深
層
ま
で
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
が
、
そ
の
目
安
と
し
て
、
直

径
8
〜
9
㎜
の
棒
を
畑
土
に
差
し
た

と
き
、
あ
ま
り
力
を
加
え
ず
に
入
る

作
土
層
が
20
㎝
以
上
あ
る
こ
と
で
す
。

力
い
っ
ぱ
い
に
差
し
込
ん
で
測
る
有

効
土
層
が
60
㎝
以
上
あ
れ
ば
申
し
分

あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
に
は
こ
れ
で
も
不
十
分
な

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
深
耕
す
る
こ
と
に
よ
り

こ
こ
ま
で
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

畑
起
こ
し
、
粗
大
有
機
物
を
入
れ
る
時
期
は

寒
冷
の
冬
が
一
番
で
す
。
そ
れ
は
他
の
作
業
が

暇
で
、
畑
が
空
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
掘

り
起
こ
し
た
下
層
の
土
を
上
面
に
出
し
、
厳
し

い
寒
気
に
さ
ら
し
風
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

物
理
性
が
改
善
さ
れ
、
病
原
菌
や
害
虫
、
雑
草

の
種
子
を
死
滅
、
軽
減
す
る
効
果
が
大
き
く
発

揮
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

作
業
の
手
順
は
、
前
作
の
残
り
か
す
や
病
害

虫
の
被
害
株
、残
根
な
ど
を
き
れ
い
に
取
り
除
き
、

堆
肥
な
ど
の
粗
大
有
機
物
を
畑
全
面
に
ば
ら
ま

次
年
度
に
向
け
た
土
作
り
に
つ
い
て

い
て
か
ら
耕
し
ま
す
。
60
㎝
以
上
も
深
耕
す
る

場
合
に
は
先
に
畑
起
こ
し
し
て
か
ら
、
次
の
耕

う
ん
時
に
粗
大
有
機
物
を
施
す
の
が
良
法
で
す
。

耕
し
た
畑
土
は
な
る
べ
く
表
面
に
凹
凸
が
あ

る
ま
ま
に
し
て
お
き
、
寒
気
に
触
れ
る
面
を
大

き
く
し
ま
す
。

土
壌
の
酸
性
度
も
冬
の
間
に
調
べ
、
p
Ｈ
6.0

〜
6.5
程
度
に
調
整
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

酸
性
を
改
良
す
る
消
石
灰
の
施
用
量
は
、
砂
質

あ
る
い
は
腐
植
の
少
な
い
土
壌
で
は
少
な
く
て
、

黒
ぼ
く
土
で
は
多
く
を
要
す
る
の
で
、
施
用
量

を
誤
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
毎
年
む

や
み
に
与
え
過
ぎ
る
と
弊
害
を
生
じ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

家庭菜園に挑戦

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木
利
隆
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11月28日に構造改善センターと本店で、しめ縄
教室を開催しました。植田支部の女性部会員の方を
講師に、参加者たちは慣れない手つきで悪戦苦闘し
ながら自分の
しめ縄とリー
スを完成させ、
新年の準備を
する事ができ
ました。毎年
多数の方が参
加する大人気
の講座です。

№248
30年新年号
JA豊橋女性部
問合せ・お申込み
☎25-9225

女性部だより

※女性部だよりでの案内は、健康診断募集を除き女性部員向けの募集となっております。女性部へのご加入は最寄りの支店で
手続きを行ってください。（年会費500円、印鑑が必要です）

健康料理教室報告 しめ縄教室報告
12月6日～11日に本店料理教室、構造改善センター、福

岡料理教室において健康料理教室を開催し、多くの部会員が
参加しました。講師に厚生連管理栄養士の坂本さんと酒井さ
んを招き、「旬野菜をたくさん食べて健康に気をつける」に
ついての講話を聞きました。その後、「旬野菜（季節の食材）
コース（秋）」をテーマ
に、☆タンドリーチキ
ン☆ほうれん草の和
風ココット☆根菜ご
ろごろミネストロー
ネ☆さつまいも豆乳
プリン、を作りました。

新年、明けましておめでとうございます。女性部会員の皆様におかれまして
は新しい年を清々しくお迎えのことと存じます。

会員の皆様の意見をお聞きし新たなる活動を取り入れ、楽しく元気な女性部
活動をしていきましょう。

今年も女性部会の皆様にとって健康で幸多き年でありますよう心からご祈念
申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。

ＪＡ豊橋女性部会　会長　木田　きよゑ
ＪＡ豊橋組合員課　職員一同

新年のご挨拶

豊橋男女共生フェスティバル

健康料理教室

☆今回の講演会は、タレント・エッセイスト 小島慶子さん
です。入場無料 ※出欠席はとっておりませんので、そ
のまま会場にお越しください。

《プロフィール》学習院大学法学部卒業後、1995年にＴＢＳ
に入社。アナウンサーとして活躍し、ギャラクシーＤＪパ
ーソナリティ賞を受賞。2010年ＴＢＳを退社し、タレント、
エッセイストとして幅広く活躍中。著書『屈折万歳!』『わ
たしの神様』『大黑柱マザー』他、連載等多数。
講演テーマ　「男らしさ、女らしさってなんだろう?」
　（講演会終了後、花の苗を配布します。）

他には、人形劇団あっけらかん♪〈人形劇＆ワークショ
ップ〉、名古屋学芸大学助教 楳村春江先生〈子どもの
「食」について考えよう～豊かな心を育む食生活とは
～〉、筝曲演奏、シャンソン＆ハーモニカコンサート、バ
ザー、お茶席、フリーマーケット等があります。

女性部は「ふれあい食堂（１食５００円）」と「手作りバザ
ー（農産物・食品・雑貨）」で参加します。
開催日　平成３０年１月２８日㈰（１０時～１５時３０分）
場　所　ライフポートとよはし（豊橋市神野ふ頭町）
時　間　ふれあい食堂　１１時１５分～１３時３０分
講演会　１３時４５分～１５時３０分

参加者募集

☆今回のテーマは「旬野菜」季節の食材コース『春』です。
開催日 平成30年3月12日㈪　福岡支店料理教室
(会場)	 平成30年3月14日㈬　本店料理教室

平成３０年３月１６日㈮　構造改善センター(石巻)
時　間　午前１０時～
定　員　２０名
講　師　ＪＡ愛知厚生連　管理栄養士　
持　物　エプロン、ハンドタオル、筆記用具
参加費　無料(女性部員外５００円)
締切日　各開催日の１０日前
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山
本
勝
男
さ
ん
は
キ
ャ
ベ
ツ
を
栽
培
し
て
お
り
、
毎
日

忙
し
く
働
い
て
い
ま
す
。「
ま
だ
ま
だ
現
役
で
や
っ
と
る
よ
。

働
く
こ
と
は
楽
し
い
」
と
話
し
ま
す
。
そ
ん
な
勝
男
さ
ん
、

た
ま
の
息
抜
き
は
近
く
の
喫
茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
。

「
6
年
前
か
ら
週
に
2
、
3
回
ぐ
ら
い
通
っ
と
る
よ
。
10
時

ぐ
ら
い
か
ら
昼
ま
で
お
る
ね
」
行
け
ば
近
所
の
常
連
仲
間
と

楽
し
く
話
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。「
昔
か
ら
の

知
り
合
い
だ
で
、
む
か
し
の
話
し
を
し
た
り
、
旅
行
に
行
く

話
を
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
す
よ
。
庭
師
の
人
が
い

た
り
公
務
員
だ
っ
た
人
も
い
た
り
し
て
、
い
ろ
ん
な
話
が
聞

け
て
面
白
い
ね
」

勝
男
さ
ん
は
仲
間
と
旅
行
に
行
く
こ
と
も
好
き
だ
そ
う
で

す
。「
50
代
の
頃
に
近
所
の
同
世
代

の
人
た
ち
で
作
っ
た
【
さ
つ
き
会
】

の
仲
間
と
行
く
こ
と
も
あ
る
し
、
以

前
タ
バ
コ
な
ど
の
役
員
を
や
っ
て
い

た
関
係
で
、
そ
の
仲
間
の
人
た
ち
と

行
く
こ
と
も
多
い
ね
」

若
い
こ
ろ
は
ス
ポ
ー
ツ
も
い
く
つ

か
や
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。「
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
や
野
球
を
や
っ
て
た
よ
。

今
で
も
テ
レ
ビ
で
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る

の
は
好
き
で
ね
。
相
撲
や
野
球
は
よ

く
見
る
よ
」

交
友
関
係
も
広
く
、
多
趣
味
な
勝

男
さ
ん
。「
ま
だ
70
代
。
80
、
90
で

も
元
気
な
人
は
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
、

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
ね
」

仕
事
だ
け
で
な
く
私
生
活
も
元
気

い
っ
ぱ
い
な
勝
男
さ
ん
で
す
。

「
ま
だ
ま
だ
現
役
」

常連仲間とコーヒーを飲む勝男さん（右）

豊橋市大山町

山
やま

本
もと

 勝
かつ

男
お

（77歳）さん

組
合
員
の
み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

人
事
課
の
中
尾
敬
で
す
。
年
明
け
最
初
の

職
場
紹
介
は
私
が
働
い
て
い
る
人
事
課
を

紹
介
し
ま
す
。

人
事
課
の
事
務
所
は
本
店
の
2
階
に
あ

り
ま
す
。
主
な
業
務
内
容
は
職
員
の
給
与

修
な
ど
を
行
い
ま
す
。
今
は
そ

の
準
備
で
忙
し
い
日
々
で
す
。

私
は
人
事
課
に
配
属
さ
れ
て

3
年
目
。
休
日
は
家
族
の
た
め

に
料
理
を
し
て
い
ま
す
。
私
は

料
理
を
す
る
の
が
好
き
で
、
毎

週
末
は
私
が
作
っ
て
い
ま
す
。

先
日
も
お
で
ん
や
キ
ム
チ
鍋
を

作
り
、
18
歳
の
娘
と
16
歳
の
息

子
に
大
好
評
で
し
た
。
家
族
の

喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が
何
よ
り
の

癒
し
で
す
。

高
校
生
・
大
学
生
の
み
な
さ

ん
、「
豊
橋
の
農
業
の
た
め
に

役
立
ち
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

な
ら
、
将
来
J
A
豊
橋
で
私
た

ち
と
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
！

計
算
、
社
会
保
険
の
加
入
や
異
動
の
手
続

き
、
役
職
員
の
研
修
の
取
り
ま
と
め
な
ど

で
す
。
ま
た
新
入
職
員
の
採
用
研
修
も
人

事
課
の
業
務
で
私
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

新
入
職
員
が
4
月
か
ら
組
合
員
の
み
な
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
事
前
に
研

（左から）中尾敬、加藤健一（課長）、柴田多美子、浅野陽子

総務部
人事課

ヤ
ル
気
が
あ
る
若
者
、集
ま
れ
！

総
務
部
　

人
事
課中な

か

尾お

　
敬け

い

撮影場所＝COFFEE HOUSE ふじ



豊橋警察署だより事件・事故 緊急事案は110番
～警察の相談ダイヤル ♯9110～

110番は緊急時の通報電話です! 緊急性のない
要望・相談・問い合わせは＃9110 または 
最寄りの警察署へおかけください

現在愛知県警では、1日に約1800件、およそ47秒に1件の割合で110番通報されてい
ます。しかし、そのうちの約3割が相談や問い合わせなど、緊急性のない通報であり、
緊急の事件や事故への対応が遅れる原因となってしまいます。

愛知県警察からのおねがい

愛知県警察では、言語や聴覚に障害がある方の
ために携帯電話から「WEB１１０番通報システム」にアクセスする

ことで緊急事態を通報できるシステムがあります。
アドレス http://www.ap-web110.jp/

※アクセスには通信料が発生します。
※パソコンからはアクセスできません。

またFAX１１０番もあります。ご利用ください。

FAX番号 0120-110-369

１１０番は 早く犯人を捕まえるための電話　
 皆さんの命を守る電話 です。
次のような場合は迷わず１１０番通報してください。
　　●交通事故にあった！　または目撃した！
　　●ひったくりにあった！　または目撃した！
　　●ドロボウに入られた！　
　　●指名手配犯によく似た人を見かけた！
　　●不審な人が家の中をのぞいてる！　・・・など
事件解決のキーワードは「素早い通報」にあります！

１１０番ってどんな時にかけるの？

１１０番通報のしくみ

愛知県内から１１０番通報をすると、
名古屋市にある「愛知県警察本部通信
指令室」というところにつながります。

通報を受けた警察官は、
通報者から内容を聞き、
その情報をもとに、管轄の
警察署に指令します。

指令を受けた警察署から
さらに、パトカー・交番・駐在所
の警察官に指令をします。

あなたの待つ現場へ
向かいます!!

事件ですか？事故ですか？

○○町地内において事件発生！ 現場へ急行せよ！

愛知県警察
QRコードは
コチラ➡
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みなさん、明けましておめでとうございます！お車の調子はいか
がですか？ 本年もクルマに関する耳寄りな情報を発信していきま
すので、どうぞよろしくお願いします。

「リコール」の案内が届いたら…

「リコール」とは…
設計・製造過程に問題があったため、自動車メーカー
が自らの判断により、国土交通大臣に事前届出を行っ
た上で回収・無償修理を行い、事故やトラブル等を未然
に防止する制度です。

記憶に新しいところでは、「エアバッグインフレータ（ガス発生装
置）の異常破裂」や「無資格検査員による新車の完成検査」によ
り、該当メーカーがリコールの届出を行っています。

万一、メーカーからリコールの通知が届き、自分のクルマがリ
コール対象車だと判明したら、販売店もしくは最寄りの整備工場

（ＪＡなど）に電話で修理の予約を行ってください。間違っても「電
話するのは面倒臭いし、問題なく走れているから大丈夫でしょ」と
放置してはダメですよ！また、新聞やＴＶニュースなどを見て、「自

分のクルマは大丈夫かな？」と心配になった時は、メーカーのウェ
ブサイトからリコール情報が確認できますので、車検証を用意し
て検索してみてください。

最後に、大切な情報をもうひとつ！上記のように、異常破裂す
る危険性が高い特定のエアバッグインフレータを搭載した車両
は、平成３０年５月から車検を受けることができなくなります。

もちろん、当該リコール作業が済んでいる車両については、今
まで通り車検を受けることができます。いかがでしたか？心当たり
のある方は、下記までお問い合わせください。

ＪＡ豊橋 自動車課 自動車整備工場（本店敷地内）　TEL（0532）25-3557　担当：山本

エンジョイ
カーライフ
JA豊橋 自動車課 知っ●得 情報

₁月の
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■その他注意事項
★平成28年分以降の申告書より、 個人番号（マイナンバー）の記載が必要となりました。あらかじめ申告書に

個人番号の記載をし、ご持参ください。（申告者、 控除対象となる配偶者・扶養親族・事業専従者、 住民税
に関する16歳未満の扶養親族）
また、申告書には番号確認書類と身元確認書類の添付が必要になりますので、申告者（納税者）の個人番号カー
ド（両面）のコピーまたは通知カードのコピーと運転免許証等のコピーを必ずご持参ください。

★平成28年分の確定申告書の控えをご持参ください。
★収支内訳書・青色申告決算書は必ずボールペンで記入のうえご持参ください。
（特に減価償却費については受付会場での計算はしません）

★生命・地震保険料等の控除を受ける場合は各払込証明書が必要ですのでご持参ください。  
★国民年金・国民年金基金保険料等の控除を受ける場合は、 支払証明書又は領収書を必ずご持参ください。
★医療費控除を受けられる方へ

平成29年分の確定申告からセルフメディケーション税制が創設され、通常の医療費控除との選択適用となりま
す。また、申告書には医療費等の領収書の添付又は提示は不要となり、「医療費控除の明細書」に医療を受けた
方の氏名・病院等の支払先・医療費の区分など正しく記入する必要があります。（領収書等は確定申告期限から5
年間自宅で保管してください。）

＊「おむつ使用証明書」などの各種証明書は添付する必要があります。

■セルフメディケーション税制とは
健康の保持増進及び疾病の予防への取組として一定の取組を行っている方（申告する方）が、自己又は自己と生
計を一にする配偶者その他の親族のために年間で1万2千円を超える特定一般用医薬品等購入費を支払った場
合には、その超える部分の金額（最高8万8千円）について所得控除を受けることができます。特定一般用医薬品
等購入費とは、医師によって処方される医薬品から薬局などで購入できる医薬品に転用された医薬品の購入費を
いい、薬局の領収書に★印・「セ」印等で記載されています。適用を受けるためには下記の書類が必要です。

◦セルフメディケーション税制の明細書
　明細書には薬局などの支払先名称、 医薬品の名称、 支払った金額等必要事項を記入します。 領収書の添付は

必要ありませんが、 確定申告期限から5年間は自宅で保管してください。

◦適用を受ける年分において申告する方が一定の取組を行ったことを明らかにする書類（＊1）

＊1一定の取組を行ったことを明らかにする書類とは、 ①氏名②取組を行った年、 ③保険者、 事業者、 市区町
村名、 医療機関の名称・医師の氏名の記載がある次のような書類です。
予防接種の領収書、 市町村が健康増進事業として実施するがん検診の領収書又は結果通知表、 勤務先
で実施する定期健康診断の結果通知表、特定健康診査（いわゆるメタボ診査）の領収書又は結果通知表、
人間ドック等の各種検診の領収書又は結果通知表

（領収書は写し、 結果通知表は健診結果を黒塗り又は切取りをした写しで差支えありません。）

医療費控除の簡略化・セルフメディケーション税制の導入により、本年の受付は混乱が予想されます。申告書、明
細書等への必要な記載箇所はあらかじめ記載してきて頂くようお願い致します。また、医療費控除の明細書・セル
フメディケーション税制の明細書が必要な方は事前に豊橋税務署（国税庁ＨＰからダウンロード可）もしくは組合員
課までお問い合わせください。

問い合わせ先　　総務部　組合員課  TEL 25-7055
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平成29年分確定申告受付のご案内
本年も組合員対象の確定申告受付を東海税理士会豊橋支部のご協力により開催致しますが、 下記の確認注意

事項をご理解の上、お間違えのないようご留意ください。

■確認事項
★地域別に受付日を設定致しましたが、ご都合のよろしい受付日に受付してください。（下記の表に明記）

★申告会場経費負担金として申告書1件に付き1,000円を当日申告完了時に徴収致します。

★平成28年の特別控除前所得（総収入金額−必要経費）が800万円超の方は当会場での受付はできません。

★税理士会との申し合わせにより、 当会場では譲渡・上場株式配当・贈与 の申告受付ができませんのでご注意く

ださい。

★肉用牛の売却所得を申告される方は、 2月28日㈬・3月1日㈭の高師原支店受付のみでの対応となりますので

ご注意ください。

受　付　日 地　域　名 会　　場
2月26日㈪

第二・第三事業所管内 高師原支店 2階（午前₈：₃₀開場）
2月27日㈫
2月28日㈬

第一事業所管内及び肉用牛の方 高師原支店 2階（午前₈：₃₀開場）
3月 1 日㈭
3月 2 日㈮

第五事業所管内 高師原支店 2階（午前₈：₃₀開場）
3月 5 日㈪
3月 6 日㈫

第六事業所管内 第六事業所 2階
3月 7 日㈬
3月 8 日㈭

第四事業所管内 高師原支店 2階（午前₈：₃₀開場）
3月 9 日㈮

★本店整備により今回の会場は高師原支店２階となりますのでご注意下さい。 支店正面の駐車場は支店来客用と

致しますので、 必ず指定された場所をご利用ください。

★受付時間：全日程共通午前9時から午後4時まで（昼12時～1時を除く）

★両会場共受付人数を制限させて頂きますので予めご了承ください。

高師原支店受付　　午前35件／午後35件
第六事業所受付　　午前40名／午後40名

＊高師原支店受付につきましては、 申告件数（消費税を除く）ごとに番号札をとってください。

浜道沢東

支店来客用駐車場につき
駐車はご遠慮ください。

高師原支店

か
つ
さ
と
浜
道
店

ジ
ョ
イ
フ
ル
豊
橋
浜
道
店

駐車スペース
駐車不可

高師原支店内案内図

職員専用駐車場精米機用駐車場

浜道沢東

西高師南

浜道南

藤並町

幸小

うずら農協

高師東
保育園

東海道新幹線

高師台中

高師台小

小
松
原
街
道

本郷中

東三河環状線

イオン豊橋南店

JA豊橋 本店

芦原

高師 高師緑地

のんほい
パーク

梅田川

梅田川

地下資源館

岩屋観音

405

405

407

31

31 高師原支店

1
259



●JA自転車倶楽部は、全国共済
農業協同組合連合会（JA共済
連）を保険契約者とし、豊橋農業
協同組合の組合員の皆さまを加
入者（被保険者）とするJA団体
傷害保険制度です。
●日常生活における賠償責任と交
通事故等によるケガを、日本国
内・国外を問わず補償する制度
です。
●詳しい内容は最寄のJAの支店
までお問い合わせください。

取扱代理店：豊橋農業協同組合　　引受保険会社：共栄火災海上保険株式会社

B1624300K2344-20170308

補償期間：平成30年4月1日（日）より1年間
募集期間：平成30年1月4日（木）より平成30年1月31日（水）の1か月間

■お支払いいただく保険料は、被保険者ご本人の職業、年齢、
　性別にかかわらず、年額4,800円です。
■被保険者ご本人の年齢によるご加入の制限はありません。

詳しくは最寄りの支店窓口へお問い合わせください。

情報の定期便

20
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農産課より JAフェスタ お米アンケート結果報告
この度はJA豊橋ふれあいフェスタ（12月2日、3日JA愛知経済連東三河センターで開催）にて実施いたしましたお米アンケー

トにご協力いただき、ありがとうございました。多数（991枚）の回答の集計結果がまとまりました。

1）男女の比率は…　男性 30％、女性 69％
2）年代別では…　50代 11％、60代 30％、70代 35％

（最少年齢は4歳、最高年齢は90歳）
3）ご飯を食べる回数は…　

朝食 61％、昼食 75％、夕食 88％　
4）主な米の購入先は…

Aコープ 25％、米穀店 13％、スーパー・量販店 37％
5）お米購入の決め手は…

味 44％、銘柄 34％、値段 33％
6）食している米の銘柄は…

コシヒカリ 47％、あいちのかおり 33％、わからない 12％、
その他 9％（こだわっている人はミルキークイーン、女神
のほほえみ、ゆめぴりかなんていう人も）

7）「吉田美人」はご存知ですか…
知っていた 37％（去年より4ポイントアップ）、知らなかっ
た 61％（地元豊橋産のお米ですが知名度は低いです）

8）「吉田美人」を食べてみたいですか…
食べている 8％、食べてみたい 84％

（まだまだ頑張るぞ！）

貴重なご意見

・減農薬米といいますが通常と減農薬の比較を知りたい
・豊橋のお米はとてもおいしいが、吉田美人を食べてみたい
・これからもおいしいお米を作ってください

などなどたくさんのご意見を頂戴しました。
ありがとうございました。

厳正なる抽選の結果は、1月中旬「吉田美人」（あいちのか
おり5kg）無料引換券の発送をもって当選発表となりますの
で期待してお待ちください。（ポンせんべいも好評でした。）

こだわり米研究会のみなさん…「吉田美人」作ってます
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❷

 
Ｊ
Ａ・み
の
り
に
対
す
る

 
ご
意
見
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要
望

❸

 
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

6２ ４４１８１２４
豊
橋
市
野
依
町

　
　
　
　
字
西
川
5
番
地

豊
橋  

組
合
員
課
広
報
係  

行

JA

●
右
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
左
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う

部
分
が
5
か
所
あ
り
ま
す
。間
違
っ
て
い
る

部
分
を
下
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

■官製ハガキに下記の要領で送ってください。（2月8日必着）『豊橋産　旬の農産物』

※応募ハガキに記入されました住所・氏名などは、賞品の発送以外の目的に使用する
　ことはありません。また、ご本人様の承諾なしに第三者へ提供することはありません。

ま
ち
が
い
さ
が
し

ま
ち
が
い
さ
が
し

ま
ち
が
い
さ
が
し

応募方法今月の賞品

正解者の中から抽選で
3名の方にプレゼント!!

イメージ写真

（違っている部分）

※発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

松の枝ぶりが違う
羽子板の羽根が引っ掛かっ
ている
猫が目を覚ましている
雪の量が違う
雪かきの長さが違う

2…
4…

6…
7…
9…
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◉
大
脇
町
…
…
…
…
…
…
…
女
性　

Ｋ
Ｙ

11
月
4
日
、
食
育
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
柿

の
里
を
歩
こ
う
！
」
に
主
人
と
二
人
で
参

加
し
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
見
事
に
育

っ
た
大
き
な
柿
を
収
穫
し
ま
し
た
。
終
了

後
試
食
し
た
柿
も
大
変
美
味
し
く
、
ス
ー

パ
ー
に
も
出
て
い
な
い
よ
う
な
立
派
な
柿

で
す
。
こ
の
企
画
を
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
、
一
日
前
か
ら
道
路
に
矢
印
を
書
い

て
道
に
迷
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
引
率
し
て
全
行
程
を
歩
い
て
い
た

だ
き
、
収
穫
し
た
柿
を
畑
か
ら
集
合
場
所

ま
で
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し

い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
無
事
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で

き
ま
し
た
。

☆
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
企
画
し
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
も
開
催
す
る
予

定
な
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
曙
町
…
…
…
…
…
…
…
…
男
性　

Ｙ
Ｊ

鍋
以
外
で
野
菜
を
た
く
さ
ん
美
味
し
く

い
た
だ
け
る
レ
シ
ピ
を
載
せ
て
く
だ
さ
い
。

☆
今
月
の
「
料
理
楽
し
く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
」
で
紹
介
し
て
い
る
パ
ス
タ
と
チ
ー

ズ
焼
き
は
作
っ
て
み
ま
し
た
か
？
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
た
く
さ
ん
レ
シ
ピ
が
載

っ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

◉
石
巻
本
町
…
…
…
…
…
…
女
性　

Ｋ
Ｙ

み
ん
な
の
広
場
の
ペ
ー
ジ
で
絵
て
が
み

が
見
れ
ま
し
た
。
私
も
絵
て
が
み
を
習
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
女
性
部
会
の
講
座
で
も
絵
て
が
み
教
室

が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
来
年
度
も
開
く
予

定
な
の
で
、
よ
け
れ
ば
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
上
手
く
描
け
た
ら
広
報
係
ま
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◉
船
渡
町
…
…
…
…
…
…
…
女
性　

Ｋ
Ｍ

12
／
2
に
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
と
ア
ン

パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
見
に

行
き
ま
し
た
。
初
め
て
で
と
て
も
賑
や
か

で
驚
き
ま
し
た
が
、
お
得
な
野
菜
と
ミ
カ

ン
を
買
っ
て
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

☆
今
年
度
の
フ
ェ
ス
タ
は
天
気
も
よ
く
、

多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
来
年

度
も
ま
た
来
て
、
お
得
な
野
菜
な
ど
を

G
E
T
し
て
く
だ
さ
い
ね
！



I n f o r m a t i o n
【 お 知 ら せ 】
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平成29年12月26日㈫午後1時30分より本店3階第一
研修室で開かれた。

決 議 事 項

1 ）野菜集送センター及びみかん選果場の解体並び
に解体業者の選定について

2）借入申込者審議について

原案通り承認されました。

報 告 事 項

1 ）,17JA豊橋ふれあいフェスタ開催結果報告について

2）平成29年度第2四半期運用実績、リスク情報に
関わる定期報告について

3）平成29年度第4四半期の余裕金運用方針・計
画について

4）極度貸出取引について

以上、報告しました。

理事会だより

組合員課より
「みのり」号数表記変更のお知らせ
組合員の皆様に毎月お届けしているJA広報誌「みのり」

ですが、平成30年より月号数の表記を変更します。
2月に発行する広報誌を「3月号」として月の表記を前倒

しにします。以降、3月に「4月号」、4月に「5月号」と続き、
12月に「年末号」、1月に「新年号」として発行します。

今後とも広報誌「みのり」をよろしくお願いいたします。

JA年金相談会開催
年金のことならお気軽にご相談ください
開催日時◦平成30年2月17日㈯　10：00～16：00
会　　場◦石巻支店（石巻・北支店　合同開催）
問 合 先◦石巻支店　☎８８-1211
　　　　　北 支 店　☎８８-０１０４
相談を希望される方は、事前に各支店にご連絡ください。

NSA31だより 食育講座
見たい！ 食べ隊！ 豊橋農業！

平成29年度　第3回
「トマト栽培の現場へ行ってみよう！」

日　時◦平成30年3月9日㈮ 
　　　　午後1時集合　午後5時頃解散予定
場　所◦高豊地区市民館（豊橋市伊古部町多岸田302
　　　　TEL 0532-21-2824）
講　師◦大澤久美子＆金子和子（農村生活アドバイザー）
定　員◦15名（応募多数の場合は抽選）
参加費◦500円（材料費等実費）
持ち物◦エプロン・タオル・三角巾
内　容◦① トマト栽培の温室と選果場見学

② トマト農家秘伝の極うま
トマトジャム作りの体験と
試食（お土産付き！）

申込み方法◦2月23日㈮必着で返信先明記の往復はが
きに講座名（トマト栽培…）と参加者全員の
氏名・住所・年齢・電話番号を記入して
〒４４０-０８３３　豊橋市飯村町高山１１-４０
東三河農林水産事務所 農業改良普及課
までお申し込みください。

問合せ先◦東三河農林水産事務所農業改良普及課
　TEL0532-63-3529

主　催◦愛知県農村生活アドバイザー協会
　　　　東三河支部豊橋ブロック（愛称：NSA31）

生活燃料課より
「ガス・リフォームフェア」を開催します！

システムコンロやテーブルコンロ、さらに炊飯器や湯沸
かし器など最新ガス機器を展示しています。また、お手入
れ簡単な高品位ホーローなども展示しており、リフォーム
をお考えの方にぜひ来ていただきたいフェアです。お気軽
にご来場ください。

日　時◦平成30年2月17日㈯ 10：00～16：00
会　場◦タカラスタンダード豊橋ショールーム

（豊橋市下地町字境田84）
問合せ先◦JA豊橋 生活燃料課　TEL0532-25-3556

産直野菜
販売会開催！



むかし
ばなし

トッピー●トッピー●の
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む
か
し
、
高た

か
し足
村
（
高
師
）
の
高こ

う

林り
ん

庵あ
ん

に
、
い
た

ず
ら
好
き
の
大だ

い

玄げ
ん

と
い
う
和
尚
が
い
ま
し
た
。
あ
る

日
、
和
尚
は
南
の
浜
の
村
に
用
事
で
出
掛
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
和
尚
は
草わ

ら
じ鞋
を
履
き
、
大
き
な
信

玄
袋
を
肩
に
か
け
、
朝
早
く
寺
を
出
る
と
南
の
浜
に

向
か
っ
て
、
て
く
て
く
と
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
や

が
て
高
師
原
か
ら
野
依
村
を
通
り
、
南
の
浜
へ
と
続

く
赤
土
の
道
を
進
み
、
天
伯
原
の
中
ほ
ど
の
小
高
い

丘
の
上
ま
で
来
ま
し
た
。「
今
日
は
暑
い
わ
い
。
ま

だ
ま
だ
先
は
長
い
。
こ
こ
ら
で
ひ
と
休
み
し
よ
う
か

の
ん
」

和
尚
は
腰
を
お
ろ
し
、
汗
を
拭
い
な
が
ら
南
の
方

を
眺
め
ま
し
た
。
天
伯
原
は
一
面
に
ス
ス
キ
や
小こ

笹ざ
さ

が
生
い
茂
り
、小
松
林
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。ふ
と
、

足
元
の
丘
の
下
を
見
る
と
キ
ツ
ネ
た
ち
が
楽
し
そ
う

に
野
原
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
い
た
ず
ら
和
尚

が
こ
れ
を
見
逃
す
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
和
尚
は
キ

ツ
ネ
た
ち
を
驚
か
し
て
や
ろ
う
と
、
信
玄
袋
か
ら
ホ

ラ
貝
を
取
り
出
す
と
、
大
空
に
向
か
っ
て
「
ブ
ゥ
ォ

ー
！
」
と
吹
き
鳴
ら
し
ま
し
た
。
キ
ツ
ネ
た
ち
は
び

っ
く
り
し
て
慌
て
て
一
目
散
に

逃
げ
出
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
キ

ツ
ネ
た
ち
の
姿
を
見
て
、
和
尚

は
腹
を
抱
え
て
大
笑
い
し
ま
し

た
。
す
っ
か
り
気
を
よ
く
し
た

和
尚
は
、
ふ
た
た
び
南
の
浜
に

向
か
い
、
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。

南
の
浜
の
村
で
用
を
済
ま
せ

た
和
尚
は
、
朝
来
た
道
を
折
り

返
し
、
高
足
村
に
向
っ
て
帰
り

は
じ
め
ま
し
た
。
天
伯
原
ま
で

戻
っ
て
き
た
と
き
、
急
に
日
が

落
ち
、
あ
た
り
は
真
っ
暗
闇
に

な
っ
て
先
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

途
方
に
く
れ
て
和
尚
が
辺
り
を
見
渡
す
と
、
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
に
、
ぽ
つ
ん
と
ひ
と
つ
灯
り
が
見
え
ま

し
た
。「
高
林
庵
の
和
尚
だ
が
、
す
ま
ん
が
今
夜
一

晩
泊
め
て
も
ら
え
ん
か
の
う
」
す
る
と
中
か
ら
、
お

ば
あ
さ
ん
が
出
て
き
て
「
そ
り
ゃ
あ
い
い
が
、
夕
方

家
に
死
人
が
出
て
の
ん
。
わ
し
は
隣
の
家
ま
で
伝
え

に
行
っ
て
く
る
で
、
あ
ん
た
悪
い
が
留
守
番
し
と
っ

て
お
く
れ
ん
」
と
言
う
と
、
さ
っ
さ
と
出
て
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
和
尚
が
仕
方
な
く
留
守
番
を
し
て

い
る
と
、
な
ん
と
死
人
が
の
こ
の
こ
と
布
団
か
ら
這

い
だ
し
て
き
て
和
尚
の
方
へ
近
寄
っ
て
き
ま
し
た
。

和
尚
は
び
っ
く
り
し
て
、
一
歩
二
歩
と
後
ず
さ
り
を

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ま
た
近
寄
っ
て
き
ま
す
。
そ

ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
和
尚
は
家

の
外
の
谷
川
へ
と
転
が
り
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

和
尚
は
腰
を
強
く
打
ち
「
痛
て
ぇ
！
」
と
大
声
を
あ

げ
ま
し
た
。そ
の
時
、あ
た
り
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
り
、

そ
こ
は
朝
、
和
尚
が
キ
ツ
ネ
た
ち
に
い
た
ず
ら
を
し

た
場
所
で
し
た
。
和
尚
は
自
分
が
キ
ツ
ネ
た
ち
に
化

※
参
考
文
献「
片
身
の
ス
ズ
キ
」豊
橋
の
民
話
を
語
り
つ
ぐ
会

大玄和尚とキツネ
天伯地区

梅田川を挟んで
北が高師原、
南が天伯原です。

◦バックナンバーは、ホームページでもご覧になれます。◦http://www.ja-toyohashi.com

か
さ
れ
、
見
事
に
仕
返

し
を
さ
れ
た
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
し
た
。「
こ

り
ゃ
あ
見
事
に
一
本
取

ら
れ
た
わ
い
。
わ
し
の

負
け
じ
ゃ
。
い
た
ず
ら

も
ほ
ど
ほ
ど
に
せ
ん
と
、

思
わ
ぬ
し
っ
ぺ
返
し
を

喰
う
わ
い
」
と
腰
を
さ

す
り
な
が
ら
、
高
林
庵

に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
新
年
ら
し
く
、
い
つ
も

と
違
う
表
紙
に
し
て
み
ま
し
た
。
実
は
年
度
初
め
か

ら
新
年
号
は
正
月
ら
し
い
表
紙
に
し
よ
う
と
密
か
に

計
画
し
て
ま
し
た
が
思
う
よ
う
に
準
備
が
で
き
ず
、

バ
タ
バ
タ
し
た
撮
影
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
年
も
み
な
さ
ん
が
読
み
た
く
な
る
広
報
誌
「
み

の
り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

※
ご
意
見
な
ど
の
お
便
り
待
っ
て
ま
す
。	

か

しょうおげんだい
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